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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラごさ"いまず。 

个冷;:化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、 

レ 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、 

いつでも見られるところに必ず保管してください。 

型名や定格を記載した機銘板は本機の底面にあります。 
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この説明書は、ち紙70%切上の再生紙と、 
V 0 C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用しています。 


么警告安をのために 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となることびあ0ます。 

• 電源コードは加工したり、傷つけたりしない。 

• 重いものをのせた0引っ張った0しない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 電源コードを损<とさは、必ずプラグを持って损<。 

万ーコードび傷んだ5、使用を中止し、ソニーの相談窓□へご相談くださし、。 

乂のそばや炎天下、高温になった車の中などで放置したり、巧電したり 
しない 

危険防止の保護回路び壊れることびあります。 


0 

禁止 


0 

禁止 


下記のま意事項を守5ないと、 I づ■た X をしたり周辺の■に胃を 
い 、 /— ^/ご*、 与えたりずることびありまず。 


7j< 滴のかかる場所など、湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい場所で 
は使わない 

上記のよ5な場所で使5と、火災や感電の原因となることびありまず。 


0 

禁止 


めれた手で本機をさわ目ない 

感電の原因となることびあ0ます。 

使用しないとをは、電源コードをはずず 

使用しないときは電源コードをコンセントから抜を、バッテ U —対まずして保管してくだ 
さい。火災の原因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


运 

プラグをコン 
セントから巧く 


安定した場所に置< 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ちてけびの原因となることびあ 
0ます。 


〇 

指で 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや接続コードは足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や転倒などによ0 
けびの原因となることびあるため、充分ミ主意して接続-配置してください。 


〇 

指示 


通電中の本機、巧電中のバッテリーに長時間ふれない 

温度び上びることびあります。長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原 
因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


本機を巧団などでおおったが態で使わない 

熱びこもってケースび変形したり、火災の原因となることびあります。 


Q 

禁止 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたを 
すると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお 
守り < ださい。 

•ま全のためのま意事項を守る 
•定期的に点検ずる 

1年に1度は、電源プラグ部に異常びないか、故障したまま使用していないか、また、電源プラグ部とコ 
ンセントの間にほこりびたまっていないか、などを点検してください。 

•故障した目使わない 

動作びおかしくなったり、本機び破損しているのに気づいたら、すぐにソニーの相談窓口にご相談くださ 
い。 

♦万一、異常び起きた目 

本機はコンセントのおくでお使いください。本機をご使用中、不具合び生じたときは、ずぐに電源プラグ 
をコンセントから抜き、電源を遮断してください。 


A 〇電源プラグをコンセントか S 巧く 
> ©ソニーの相談窓□に相談ずる 


変な音やにおい、 
煙が出た場合は 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読 
み < ださい。 


A 警告 


この表示のミ主意事項を守5ないと、 
な0ます。 


乂災-感電などによ0死こや大けびなど人身事故の原因と 


八；ホ音 I この表示の注意事項を守 b ないと、 
心王'叫 を与えたりすることびあります。 


感電やその他の事故によりけびをした0周辺の家財に損害 


注意を促ず記号 


A 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® ® 

禁止 巧解禁止風呂•シャヮー室 

での使用禁止 


行為を指示ずる記号 

运〇 

プラグをコン 指示 

セントから巧く 


么警告 A 底 

, 、 I 感電 义災 


下記のを意氧貞を守 5 ないと、乂が.感電により 
死 t や大けびの原因となりまず。 


A ンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下させるなどの衝撃や 
力を与えない 

分解や改造をしない 

火災や感電の原因となりまず。 

内部の点検や修理はソニーの相談窓□にご相談ください。 


0 

禁止 


分辑禁止 


指定 Lil がのバッテリー（電池）を使わない 

火災やけびの原因になることびあ0ます。 

内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったとさは、本機 
をコンセントから抜いて、ソニーの相談窓口にご相談ください。 


0 

禁止 


0 

禁止 


水-海水-牛乳-清涼飲料水-石驗水などの液体で本機やバッテリーをめ 
5さない 

感電の原因となりまず。 


Q 

禁止 


電源プラグ部は根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全でずと、発火、感電の原因となり、やけどやけびをする恐れびあります。 

水のある場所に置かない 

本機やバッテリーに水び入ったり、说れたり、風呂場で使ったりすると、火災や感電の 
原因となりまず。 


〇 

指示 

0 


風呂•シャワー室 
での使用禁止 


使用上のご注意 

本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 


巧電について 

• 必ず ソニー 製純正ノ ':ッテリーをお使いください。 

• 専用バッテ1」一切外の充電には使わないで < ださい。 
• バッテリーはしっかり取り付けてください。 


充電するときの温度 

• バッテ U —の性能を充分に凳揮させるためには、 ] 日む〜30むでの充電をおすすめします。また、周囲の温度 
び低くなるほど充電しにくくなります。 

• 本機は急速充電对応ですび、上記の推賀温度範囲外で充電すると、バッテリー保護のために充電時間び長くな 
ることびあります。一度充電時間び長くなると、周囲の温度げ推奨温度範囲になってち急速充電には戻りませ 
ん。バッテ U —を取り付けなおして、再び充電しなおしてください。 


置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわ5ず、なのような場丽こ置かないでくださし、故障の原因になります。 

• 異常に高温になる場所 

ダッシュボードの上など直射日光の当たる場所や、熱器具のおくには置かないでください。炎天下や夏場の 
窓を閉め切った自動車内は特に高温になります。放置すると変形したり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気や放射線のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりのをい場所 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないよラにしてください。故障の原因にな0 
よ9 0 

使用について 

• 水の入ったものや花瓶等を本機の上にのせないで下さい。 

• 本機を壁との隙間などの狭い場所に設置して使巧しないでください。 

• 充電するときは、バッテ1」一を本機にしっかり取り付けてください。 

• バッテリーを斜めに取り付けると端子部分を損傷することびあります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所で使わないでください。 

ビデオカ;><ラなどび正しく録画-再生でさないことがあります。 

• バッテリー保護のため、充電び完了しました5、本機か6バッテ U - を取りはずしてください。 

• 衝撃を与えたり、落としたりしないでください。 

• TV や AM ラジオやチューナーの近くで使わないでください。 

TV やラジオ、チューナーに雑音び入ることびあります。 

• 本機はお手近なコンセントを使用してください。本機は充電ランプび消えていても電源から遮断されておりま 
せん。本磯を使用中、不具をび生じたとさは、すぐに本機をコンセントから抜き、電源を遮断してください。 

• 本機や接続コードの接点部に他の金属類び軸れないよラにしてください。ショートずることびあります。 

• 本機を海外旅行ち用の電テ式変圧器 （ トラベルコンバーター)に接続しないでください。発熱や故障の原因とな 
0ます。 

• 充電中および充電直後のバッテ U —または本磯は、あたたかくなる場合びあります。 

• 使用後は必ず電源コードをコンセントから抜いておいてください。抜くとさは電源プラグを持って巧いてくだ 
さい。 

• 充電したバッテリーはバッテ I 」ーチャージャーか b 取0出してくださし、そのまま取り付けていると、バッテ 
U 一の寿命を損なラことびあります。 

お手入れについて 

• ミちれびついたときは、柔5かい巧やティッシュペーパーなどで、きれいに拭さ取ってください。 

• ミちれびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔らかい巧をひたし、固くしぼってか5ミちれをなさ取0、乾いた巧 
で仕上げてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装を傷めたりすることびあります。 

• 化学ぞラさんをご使用の隙は、そのを意書さに従ってください。 

• 殺虫剤のような揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させると、変質したり、塗装を傷めた 
0することびあ0ます。 


おかへお持ちになる方へ 

本機は、 AC 100 V -240 V 、 50/60 Hz の範囲でお使いいただけますので、世巧中のほとんどのホテルおよび 
ご家庭の商用電源で使用できます。ただし、電源コンセントの形状は各国、各地さまざまですので、お出かけ 
前には旅行代理店などでお確かめください。 

変換プラグアダプターびな<てち使える主な国/地域 
-曰本 -プエルト U コ -パナマ 

•アメリカ •ベネズエラ •リベ U アなど 

-カナダ -ホンジュラス 

-ジャマイカ -ゾキシコ 

そのほかの国/地域については、旅行代理店でお確かめ < ださし、。 


本機を海外旅行ち用の電子式変圧器 （ トラベルコンパーター)に接続しないでください。発熱や故障の原 
因とな0ます。 


記録内容の補償はできません 

万一、本磯の不具合により記録や再生びされなかった場合、画像や音声などの記録内容の補償については、ご容赦く 
ださい。 


故障かな？と思った S 

もラ]度点検してみましよラ。それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

ビデオカメラなどび動作しない 

• 電源プラグびコンセントか5はずれている。 

コンセントに差し込む。 

• 接続コードを正し < 接続していない。 

正しくつなぐ。 

• モード切暫スイッチび r 充電」になっている。 

一「ビデオ/カメラ」にする。 

バッテリーの巧電び行われない 

• モード切誓スイッチび r ビデオ/カメラ」になっている。 

—「充電」にする。 

バッテリーの残量び巧分あるのに電源びずぐ切れる、または残量表示時間とずれび生じる 

• バッテ U —を使いさってか5、ちラー度満充電する。 

残量び正し<表示されます。 

表示切替えび行われない 

— r 使用可能時間表示-バッテ U —残量についてのご注意」をお読みください。 

急速巧電を行えない。 

• バッテ U —び高温または低温になっている。 

高温または低温になっているバッテ U —を装着したり、]0で〜30での推奨温度範固がで充電すると下記の 
よラな表示になることびあります。この場合、充電は巧われますび、バッテリー保護のため、急速充電は行わ 
れません。 


InfoUTHIUM 


1 

|_0 

° 


InfoUTHIUM 


11 1 

Ml 

° 


充電ランプび点滅した場合は、 liTF の文章を確認して、適切に対処してください。点滅のパターンによって対処の 
方法び異なりまず。 

バッテリーチャージャーの巧電ランプにはじ(下の2つの点滅パターンびありまず。 

速い点滅 . 約0.15秒の点灯と消灯を繰0返す 

遅い点滅 . 約 1.5 秒の点灯と消灯を繰0返す 

巧電ランプび遅い点滅を繰り返し、表示窓に"巧電待機"と表示される 

充電び一時停止した待機状態になっています。 

室温やバッテ U —の温度び充電に適した温度範囲外のとを、自動的に充電び一時停止されます。 

充電に適切な温度の範囲巧に戻ると、充電ランプび点口し充電び再開されます。 

バッテ U —の充電は、周囲温度び10で〜30での環境で行うことをおすすめします。 


InfoUTHIUM 


充電待撒 


11 1 

Ml 

口 


InfoLITHIUM 

充電待機 


1 

1_ 0 

口 


巧電ランプび速い点滅をして、表示窓に"巧電異常"と表示される 

• 長期間使用していないバッテ U —を充電している。 

—長期間使用していないバッテリーは、本機とバッテ U —間で認識に必要な最ほ限の残容量び不足している場 
をびあります。この場合、本機か b バッテ U - を取りはずし、もう一度充電してください。 

それでち、"充電異常"び表おされる場合、下記の手順にしたびって確認してください。 



主な仕様 

AC アダプター/チヤージヤー （ AC - VQV 10) 

定格入力 AC 100 V -240 V 50/60 HZ 26 W 

定格出力 DC 8.4 V 1.7 A ( VCR ) 

DC 8.4 V 2.2 A ( BATT ) 

動作温度 0で〜40む 

保を温度 一20で〜+60で 

外形寸法(最大突起物を除く） 約 100 X 67 X 111 mm (幅/高さ/與行き) 


質量 約 330 g 

同個物 

AC アダプター/チヤージヤー ( AC - VQV 10 本体) .（1) 

電源コード .（1) 

接続コード ( DK -225).(1) 

印刷物一式 

付属の電源コードについて 


付属の電源コードは、本機専用です。他の電気機器では使用でをません。 

仕様およびが観は、改良のため予告なく変更ずることびあ0ますび、ご了承ください。 


保証書とアフターサービス 


保証書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙、お受け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 

調子び悪いとをはまずチエックを 

この取扱説明書をもラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□にご相談ください。 

ご相談になるとさは、次のことをお知5せください。 

♦型名： AC - VQV 10 
♦故障の状態：できるだけ詳しく 
♦お買い上げ曰 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。詳し<は保証書をご覧<ださい。 


よくあるお問合りせ、輯ミ夫で法などは' http://www.sony.co.jp/support 

ホームへーシをご活用 < たさし、。 


巧い方相談な口 



フ U —ダイヤル . 01 20-333-020 



携帯電話’ PHS- —部の IP 電話-’ 0466 -31-2 已11 


を記き号へ接続を' 

受付時間月〜金：日:00〜18:00 


最巧のガイダンスび 

±旧-祝日；目:0日〜17:日0 


流れている間に 

ft 巧巧談窓口 


r40Qj+r#j 

フリーダイヤル . 01 20-22 吕 -330 

V 

を巧してください。 

携帯電話- PHS- —部の IP 電話’ - 04巨巨- 31-2 曰31 


直接、担当お□へ 

※取扱説明書 'U モコン等の購入相談はこち S へお巧し借りせください。 


おつなぞしまず。 
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AC - VQV 10 は次のようにお使いにな 
れまず 

• 付属の接続〕ードを使い、ソニー製機器（ビデオカメラなど)を動作させる。 

• ソニー製 U チャージャブルバッテリーパック( V シ U - ズ、 H シリーズ、 P シ U - ズ)の充電器として使う。 

"インフォリチウム"バッテ U - なので、し^下の機能び働きます。"アクテイフォース"バッテ U - の場合は、さらに 
高度な制御になります。 

-急速充電びでさます。 

(通常充電（ビデオカメラ本体を使った充電など)より早く充電することびできます。） 

一 充電終了時間および使用可能時間など、おおよその時間表示びでさます。 


• 本纖ま、 U チウムイオンタイプのバッテ U - 用です。二カドタイプ、ニッケル水素タイプのバッテリーの充 
電には使えません。 

• 槪器（ビデオカメラなど）によっては使えないものもあります。お使いになる前に、お手持ちの機器をお確 
かめ < ださい。 


InfoLITHIUM (インフォリチウム）バッテリーとは 

"インフォリチウム"バッテリーに対応した機器との間で、バッテ U —の使用状況に関するデータ通信をす 
る機能を持った新しいタイプの U チウムイオンバッテ U —でず。本機は"インフォリチウム"バッテリー 
( V シ U - ズ、 H シリーズ、 P シリーズ)対応でず。"インフオ U チウム"バッテリーにはのゎゎ□コび付い 
ていまず。 

" InfoLITHIUM " ("インフオリチウム"）はソニー株式尝社の商標です。 


" ActiFORCE " ("アクテイフォース"）とは 

当社従来の"インフォ U チウム"バッテ U - P シ U — ズ電源システムに比較し高容量急速充電、バッテ U - 
残量計算精度、スピードを改善した、:欠世化電源システムの機能名称です。 

" ActFORCE " ("アクテイフオース"）はソニー株式会社の商標です。 


使用可能時間表示-バッテリー残■についてのごま意（必ずお読みください） 

本機は充電器として使用中、下の条件を満たせば、充電中のバッテ U —をお手持ちのビデオカメラなどで 
使用した場合の使用可能時間-バッテ U —残量の目安を表示します。 

• "インフォリチウム"バッテ U —を使用している。 

• お手持ちのビデオカ ラなどび"インフォ I 」チウム"対応機種である。 

お手持ちの バッテリーに ® ゎゎ urwuM □コ'び付いているかご確認ください。また、お手持ちのビデオカ>(ラな 
どの取扱説明書で"インフォリチウム"対応機種かどうかご確認くださし、。 

複数の"インフォ U チウム"対応のビデオカメラなどをお使いの場合は、最後にバッテ U —を取り付けてし、 
た機器での使用時間を表示します。 


接続コードをつないで®5 

ご使用の機器（ビデオカメラなど)の取扱説明書もあわせてご覧ください。 


モー ド切曾 
スイッチ 



1モード切替スイッチを「ビデオ/カメラ」にずる。 


2 電源コードを本体につなぐ。 


3 コンセントへつなぐ。 

「ピーッ J といラ音びして、表示窓に表示びでまず。 


4 接続コードを DC 出力へつなぐ。 


5 接続コードをビデオカメラへつなぐ。 

接続コードの取り付け方向については、ビデオカメラなどの取扱説明書をご覧ください。 



ごま意 

• ビデオカメラなどを使用中に、モード切替スイッチを「充電」にすると、ビデオカメラなどへの電源の供給は中断 
されます。 

• 「ビデオ/力;<ラ」のモードでは、本徽こバッテリーを取り付けても充電することはでさません。 

• ビデオカゾラなどの映像び乱れるときは、本機をお使いの機器から離してください。 

• イラストは、デジタル HD ビデオカ;><ラレコーダー HDR - CX 550 V の接続例です。 


バッテリーを巧電ずる 

ご使用の機器（ビデオカメラなど)やバッテリーの取扱説明書もあわせてご覧ください。 



1 モード切替スイッチを r 巧電」にずる。 


2 電源コードを本体につなぐ。 


3 コンセントにつなぐ。 

「ピーッ」といラ音びして、表示窓に表示びでます。 


4 バッテリーを取り付ける。 

「バッテ U —の取り付けかたと、取りはずしかた」を参照して取り付けてください。充電び始まると、 
表示窓のバッテ I 」ーマークび順番に点滅し、充電ランプび点灯します。 


5 巧電終了後、バッテリーを取りはずず。 

充電の終了には、実用充電と満充電びあ0ます。 


実用充電 

充電されるとバッテ1」ーマークびち図の表示になります。 

NORMAL 

勺… 


満充電 

実用充電終了後、さらにバッテリーマークに 「 FULL 」 び表示 
されるまで充電を続けると、実用充電終了の状態で使用する 
より、若干長く使えるようになります。 

FULL 

勺 Ul 



'バッテ U —の取り付けかたと、取りはずしかた」を参照して、取りはずしてください。 


2個のバッテリーを同時に取り付ける 

本機は同時に2個のバッテ U —を取0付けることびできます。どち5か1個でわ充電でをます。同時に取0 
付けた場合、ス□ット田に取り付けたノ くッテ U -か日充電されます。 

また、同時に取り付けない場合は、ス□ット田、回に関わらず、先に取り付けたバッテリーか5充電されま 
ず。 

ご注意 

2個のバッテリーを取0付けることびでさますび、同時に充電することはでをません。 


取りはずしかた 


バッテリーの取り付けかたと、 

取り付けかた 

〇本機の上にバッテリーを置く。 

〇矢印の方向にバッテリーをスライドさせる。 


◄ マーク側を端テ側にあわせる。 



取りはずしかた 

バッテリーを取り付けたとをと反対のち向にスラ 
イドさせ、賣上に持ち上げる。 



ごま意 

•バッテリーをつかんで、本機を持ち上げないでください。 

• バッテ U - を取り付けるときなどは、ぶつけないよう、特にごミ主意ください。 

• バッテリーを取り付けるとさや、取りはずすとさに指をはさまないようごミ主意ください。 


まなバッテリーの巧電時間 

急速充電 

"インフオ U チウム"バツテ U — V シ I 」ーズ 



NP - FV 100 

NP - FV 70 

NP - FV 50 

実用充電時間 

約125分 

約7日分 

約55分 

満充電時間 

約185分 

約130分 

約115分 


"インフオリチウム"バツテリー H シリ —ズ 



NP - FH 100 

NP - FH 70 

NP - FH 50 

実用充電時間 

約130分 

約65分 

約55分 

満充電時間 

約190分 

約125分 

約115分 


"インフオリチウム"バツテリー P シリーズ 



NP - FP 90 

NP - FP 71 

NP - FP 50 

実用充電時間 

約115分 

約80分 

約65分 

満充電時間 

約175分 

約140分 

約125分 


• ビデオカ;>< ラなどで使い切ったバッテ U —を25ごの室温で充電したとさの時間です。 

• 周囲の温度やバッテ U —の状態によっては、上記の時間と異なる場合びあります。 

急いで使いたいとを 

バッテ U —は、充電び完了する前でわ必要なときに取りはずして使えまず。ただし、充電時間によってお使 
いになれる時間び異なりまず。 

巧電時間および「10分巧電/約30分録画」について 

使用環境温度25でで、別売のリチャージャブルバッテリーパック NP - FV 70 と、消費電力 3.1 W のビデオカメ 
ラを液晶表示しないで使用した場合の連続撮影時間の目まです。 

バッテ U - は、ビデオカメラで使いきった直後のバッテリーを使用した場をです。長期間使用していなかっ 
たをのなど、冀化しているバッテ|」~を除さます。充電には、実用充電と満充電びあ0ます。一般に、充電時 
間、録画巧能時間は、バッテ U —や使用状態などで異なります。 


①始めに取0付けたバッテ IJ 一の使用可能時間。 
充電する前にお使いだった"インフォ U チウ 
ム"対応のビデオカメラなどに取り付けたとを 
_の使巧可能時間です。_ 

⑤ 始めに取0付けたバッテ I 」一の実用充電び終 

_了するまでの時間です。_ 

感始めに取0付けたバッテ I 」一の満充電び終了 
するまでの時間です。 

ス□ット1と2の両方に取り付けた場をは、表示 
ぁされません。_ 

@あとから取り付けたバッテ U —の使用可能時 
間。 

充電する前にお使いだった"インフォ U チウ 
ム"対応のビデオカメラなどに取り付けたとを 
_の使巧可能時間です。_ 

⑥ あとから取り付けたバッテ U —の実用充電が 

_終了するまでの時間です。_ 

® あとから取り付けたノ（ッテ U —の満充電び終 
了するまでの時間です。 


ご注意 

• 充電中にモード切替スイッチを r ビデオ/カメラ」にすると、充電は中断されまず。 

• 充電ランプび点なしなかったり点滅したときは、バッテリーびしっかり取り付け b れているか確認してくださ 
し、。しっかり取り付けられていないと、充電されないことびあります。 

充電中に何か異常びあると、充電ランプび点滅し、表示窓に"充電異常"と表示されます。 

詳しくは「故障かな？と思ったら」をお読みください。 


巧電のが巧を確認ずる 

充電を開始すると、表示窓に使用可能時間やバッテ U —残量#び表示されます。 （# バッテ U —残量の％表示 
は V シ U —ズノいッテリー使用時の場合。） 

使用可能時間はビデオカメラのビューファインダーを使って撮影した場合の使用可能時間の目安です。液 
晶画面を使ラと、使用可能時間は短< なりまず。 

ご使用のビデオカメラによっては、「使用可能時間」び表示されないことびあります。詳しくは、「使用可能時 
間表示-バッテ U —鶏量についてのごま意」をお読みくださし、。 

充電中に表示切替ボタンを押ず。 

充電中、表示切誓ボタンを巧すごとに、表示内容を切り誓えることびでをます。ス□ット表示ランプの点口 
は、表示しているバッテ U — 情報のス□ットの番号を示していまず。2個同時にバッテ U — を取り付けた場 
合、充電び行われていないバッテ U —の時間表示は約10抄後に充電中のバッテリーの時間表示に自動的に 
ちど0ます。 

ここではス□ット田に最初にバッテ U - を取り付け、次にス□ット回にバッテ U - を取り付けた場合を例 
に示します。ス□ット表示ランプはス□ットの番号に対応しています。 

表示切曾ボタンを押ずごとに表示が切り曾わりまず。 


©⑤⑤®は満充電終了後は表示されません。 


各部のなまス 



ス□ット 回 

巧電ランプ图 
表示窓 

ス□ツト表示ランプ 


表示窓の表示 

InfoLITHIUM (インフオリチウム）表示 


[ JnfoL / rH / UM ] 


巧電 f 寺機表。 —て充電待機 
巧電異常表示 一 充電異常 

巧電残り時間表示 


[ビデオ/カメラ 
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0 LI % 



I 使巧可能時間 I 


実用蕭充量 

終了まで 


1 .11 I 1_11 .1 
IJIjBt 間 UU 分 


夕厳航 


-使用可能時間表示 
-ビデオ/カメラ表示 
-バッテリー残量 


lykkj 一満巧電表示 


時間表示部 


•バッテリーマーク 


InfoLITHIUM 


ごま意 

• 表示時間やバッテリー残量は25むの室温で充電したとさの目安です。使用環境によって実隙の時間やバッテリー 
残量と異なる場合びありまず。また、バッテ U —の状態によっては、時間やバッテ U —残量び表おされない場合 
びありまずび、故障ではありません。 

• 表示切替ボタンを巧してか5時間表示するまでしばらく時間びかかることびあ0ます。 

• 充電していない側のバッテ U —は、時間やバッテ U —残量表示までに時間のかかる場合びあります。 

• 新品のバッテリーで使用可能時間を表示するには、お使いのビデオカ;ラなどにバッテ U —を取り付け、20砂程 
度ご使用ください。そのあと、本機に取り付け、充電を開始してください。 

• 満充電済みのバッテ U —を取り付けると r 満充電終了まで1時間」の表示び出ることびありますび、故障ではあり 
ません。 

• し^下のときは、時間表おび r -」になることびありますび、故障ではありません。 

一 表示時間と実際の充電時間にずれび生じたとさ(そのまま満充電まで充電を続けてください。） 

インフォ U チウム"バッテリーではないとき(使用可能時間表おなどの磯能はありません。） 

• し U 下の場をは時間の表示にずれび生じることびありまずび、故障ではありません。 

一実用充電終了か5満充電終了までの間に、本磯か b バッテ U —を取りはずした場合。 

(実用充電終了から満充電終了までは約1時間です。） 

一長時間使用していないバッテ1」一を充電ずる場を。(一度、満充電まで充電してください。） 

• "インフオリチウム"バッテ U — P シ1」ーズを充電する場を、バッテ1」一を取り付けてか5、表示窓に時間を表示 
するまでに約1分ほど時間びかかることびあります。 


⑤ 


④ 


© 



© 


InfoLITHIUM 

'茜充電 广 11—1 

終了まで _|時間 I し I 分 


① 


@ 


使巧可能時間 

?時圈与日分 : M 


\ \ 

InfoLITHIUM 


実用充電 

1 1 1|-| 

終了まで 

1 時間 1 し 1 分 


ス□ツト田と回の両方に取り付けた場合 


ス n ツト田のみに取〇付けた場合 


I 




































































































































